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Abstract 


In this paper, three human cases of Diplogono porus grandis infection were recorded as the 
53, 54 and 55th cases in Japan. These fragmented strobilae of the tape-worm were evacuat- 
ed spontaneously from the adult males, 39, 25 and 27 years old living in Nagasaki 
Prefecture. 

The length of the strobilae was 156.5cm in the Ist casa, 110.9cn in the 221 and 135.2cm 
in the 3rd one respectively, all of which lack the scolex ani terminal s2zmants. Detailed 
morphological study was made by external and internal examination of the prozlottids. 

All of the proglottids obtained were immature and no genital orzan could not be demon- 
strated by the external examinations, But they were idantifiel as to the tap2-worms balog- 
ing to genus, Diflogonoporus by the characteristic short, broad proglottids measuring about 
0.4 一 1.0mm long by 4.4—10.0mm width and by the double set of genital rudiments in 
each proglottid which was recognized by the internal examination on the speciments of 


sagital or transverse section. 
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大 複 殖 門 条 虫 Diplogoncporus grandis (Blanchard, 
1894) Lihe,1899 の 我国 に 訟 ける 人 体 寄生 例 は 中 村 
(1892) が 長崎 県 高島 炭鉱 勤務 の 男子 (28 才 ) か ら 得 
た 躍 体 を 飯島 ・ 栗 本 (1894) が 記載 , 報告 し た の が 最 
初 で ある . その 後 主 と し て 九州 各 県 , 静岡 県 及び 山陰 
地方 か ら 同様 の 症例 が 相次い で 報告 され , 今日 で は 全 
国 で 約 50 例 の 寄生 例 が 確認 され て いる . これ ら の 標本 


TE 例 


症例 1 

患者 : 畑 〇 久 〇 , B, 397, MA 

現住 所 : 長崎 県 南 松浦 郡 福 江 市 

住所 歴 : 出生 以来 現住 所 に 居住 する 

Ea : BD, 水 様 下痢 

現 病 歴 : 昭和 44 年 5 月 15 日 下痢 合 と 一 諸 に 一 条 の 下 
休 を 排出 , 驚い て 近所 の 基 了 医院 を 訪れ た . 

既往 歴 : 特記 すべ きも の な し 

現 症 : 貧血 WEH, 上 腹部 全般 に 紫 張 し た 圧痛 
が あり , 肝臓 は 四 横 指 径 触 知 し , 辺 緑 鈍 で 硬度 が や ゝ 
増強 し て いる . 肝 機 能 検 査 で は GOP 69, GTP 64 で い 
づれ も 多少 高い 値 が み ら れ た . その 他 赤 血球 数 398 万 
Hibs? %, 白血球 数 4600,。 MERI, BG RUS 
mis C+) で あっ た . 

嗜好 食物 : 特に 魚類 を 好み 毎日 刺身 で 食べ る . SORE 
は アジ , サバ , イワン が 多い 、 

症例 2 

患者 MOBO, 5, 257, 事務 員 

現住 所 : 長崎 県 南 松浦 郡 福江 市 

住所 歴 : 2 才 ま で 長崎 県 西彼杵 郡 野 母 崎 町 樺島 , 3 
~ 4 才 … 南 松浦 郡 玉 浦 町 大 宝 卿 , 5<7 才 … 南 松 浦 郡 福 
江 市 戸 岐 町 , 8 ~ 9 才 … 西 彼 桁 郡 三 和 町 川原 , 10~12 
才 … 南 松浦 郡 有 川町 奥 浦 , 13~16 才 … 同 郡 三井 楽 町 を 
経て 現住 所 へ 転 届 し 現在 に 至る . 

主訴 : 下痢 

現 病 歴 : 昭和 44 年 5 月 4 日 突然 下腹 部 痛 と 下痢 を 話 
える よう に な っ た . 下痢 は 1 日 4 て 5 回 で 水 様 状 で あ 
っ た が 悪心 , 区 吐 等 の 訴え は な か っ た . 

5 月 6 日 排便 中 (FH) 虫 体 らし きも の が 排出 され 
た が 途中 で 気分 が 悪く な り 50~60cm 位 で 切断 し て 捨て 
た . その 日 直ちに 某 病 院 を 訪れ 入院 し た . 外来 で の 診 
療 時 に 演 腸 を お こと な っ た と と ろ 約 1.50 位 の 虫 体 の 排 
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条 虫 な ど と 誤認 され や すい 小型 の 未熟 虫 体 の 数 例 が 今 
まれ て いる . 

著者 ら は 最近 長崎 県 在住 の 成人 男子 か ら 日 然 排 出さ 
れ た 未熟 な 大 複 殖 門 条 上 貝 の 3 例 を 経験 し た の で それ ぞ 
れ 虫 体 の 特徴 を 記載 し , 長崎 県 に お ける 追加 症例 と し 
て 報告 する . 


出 を みた が 前 回 と 同様 日 分 で 切断 し た . 

5 月 7 日 に も 下 疾 と と も に 約 30cw 位 排出 し た と と ろ 
で 切断 し た . その 後 目覚 定 が な く な り 次 第 に 回 復 し た . 
入院 時 フィ ル マ ロ ン 0,69, 次 に ザク ロ 煎 到 を 数 回 内 
服 し た が 忠 体 の 排出 は み ら れ な か っ た . 

既往 歴 : 特記 すべ きも の な し 

現 症 : 散 明 な 変化 な し , 赤血球 5769, Hb 99%, 
円 血球 数 7400, 好 酸 球 1%, BORG, aR, 好 塩 
HH 

嗜好 食物 : 魚類 の 刺身 を 好み 常食 し て いる FEF 
FE LIEW, 

症例 3 

患者 : 三 〇 正 〇 , B, 277, 印刷 業 

現住 所 : 長崎 市 出来 大 工 町 

住所 歴 : 18 才 か ら 21 才 まで の 3 年 間 を 福岡 市 で 過 し 
た ほか は 現住 所 に 居住 する . 

ER: FAD めまい 

現 病 歴 : 昭和 45 年 8 月 20 日 項 よ り 食欲 減退 の た め 25 
Kg ほど 痩せ た . 特に 9 月 11 日 項 か ら 全身 の 衰弱 , ka 
が あっ た . 18 日 に いた り 水 様 下痢 と ゝ も に 約 1.0 位 
の 条 虫 様 の 体 節 を 排出 し た の で 基 医 院 を 訪 門 2ezzg 
の 疑い で 当 科 に 紹介 され た . 入院 時 に は ビ チ オ ノー ル 
(Bithionol) を 1 日 と 12 錠 , aA 5 日 間 投 与 し た が , 
下 休 らし いも の は 出 て いな い . 又 そ の 後 は 下痢 も と ま 
る . 

既往 礎 : 特記 すべ きも の な し 

現 症 : 著 明 な 変化 は み ら れ な い 赤 了 血球 数 45077, 
Hb13.4 $/dt, 由 押 球 数 5600, WERE 4 As HS, 
in BUA 

嗜好 食物 … 海 産 魚 の 刺身 を 毎日 食す る . 急 種 一 定 し 
な い . 
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BR 体 観察 所 見 


第 1 例 

得 ら れ た 躍 体 は 長 さ 156.5cw, 最大 巾 6.8 で 頭 節 及 
び 頸 部 を 欠く . 体 節 は 比較 的 短く その 側 緑 は 氏 歯 状 を 
呈し て いる . 末端 部 の 片 節 は 6 ~6.8x10.71.0mm の 
大 き さ で 横 に 長く , 分 節 化 が み ら れ る . 生鮮 標本 で は 
肉眼 的 に 生殖 器 を 確認 出来 な い が 大 砂 カル ミン で 染色 
し た 全体 標本 で は 2 組 (一 部 の 片 節 で は 3 組 ) の 生殖 
益 の 配列 が 極め て 明瞭 に 観察 され る . 又 そ の 間隔 は 体 
HOMECE., さら 記 末 完成 で は ある が 椿 円 形 の 
陰茎 窒 と ほ ゞ 円 形 に 近い 貯 精 斉 及 び 3 < て 5 旋 廻し て い 
る 子宮 が 確認 され た . 叉 片 節 の 厚 さ は 切片 標本 で 計測 
する と D0.20~0.47mm で ある . 

_ 模 新 切片 標本 に よる 観察 で は 表層 に 4 ~ 5 条 の 比較 
的 深い 終 舌 溝 と 数 条 の 浅い 洪 が み ら れ る . ARI OE 
さ は 2.5C5.3 ヶ で その 内 側 に 角 友 下層 , さら に その 内 
部 に 厚 さ 30~50 々 の 縦走 筋 層 及び 18~35 々 の 横 走 筋 層 
が 認め られ る . RABI 133-175 4OR Ss CHR 
胞 は み ら れ な い . RAGS OPE SIE 88~125 4 で その な 
か に 100x63 々 の 大 き さ の 神経 幹 と 小 円 形 の 排 港 管 が 
観察 され る . 神経 幹 は 生殖 器 と 側 縁 の 中 央 より や > 生 
殖 器 より に 縦走 し , 排 湯 管 は 生殖 器 と 神経 幹 の は ゞ 中 
央 に み ら れ る . 

矢 状 灯 切片 標本 で は 陰茎 坦 と 貯 精 坦 を 観察 出来 な か 
っ だ た 。 

第 2 例 

虫 体 は 全長 110. 9cm, BAIN, Tam CHAT ROSE A 
RX ARES OPT HERR FEL CNS. ABO Frei 
AS S75~8. 7% 0.53 て 0.65mw で 長 さ に 比べ 市 の 広 
い 長 方 形 で 分 和 侵 化 が み ら れ る . 生殖 界 は 症例 1 と 同様 
肉眼 で は 認め られ な い . 染色 標本 で は 明か に 2 組 の 生殖 
器 が 観察 され る が , その 間 陥 は 体 由 の 約 % で ある . 又 切 


考 


我国 に お いて 今月 まで D.garndis の 人 体 寄 生 例 は 約 
50 例 が 報告 され て いる . し か し その 発育 史 や 人 へ の 感 
染 経 路 に つい て は 今 だ に 明か で な く , 最近 よう や く 加 
D (1968) に よっ て 実験 的 に Oithona nana (Cyclo- 
poida Oithona 科 ) が 第 1 中 間 宿 主 と な り 得 る と と が 
確認 され た . MOSER, 同定 の 面 で も 知見 が 確立 され と 
と は いえ ず , 例え ば D. grandis と D. balaencpterae の 
異同 門 題 や 分 類 基 準 の 確立 な ど 今 後に 残さ れ た 課題 で 
ある . 


片 標本 で の 片 節 の 厚 さ は 0.29 て 0.55mW で ある . 

横断 切片 標本 に よる 観察 で は 表層 に 3 て 5 条 の 比較 
的 深い 縦 涯 溝 が み ら れ る . MARRIES 2.5~6,35 4 
で その 内 側 に 角 皮 下層 , さら に その 内 部 に 厚 さ 55 て 88 
の 縦走 筋 層 及 び 33 ン 43z の 横 走 筋 層 が 認め ぬら れる . 
皮質 層 は 188~225x の 厚 さ で 卵黄 腺 細胞 は 認め られ な 
O., HBOS 75~125 4 で 数 個 の 典 丸 原 基 細 胞 , 
大 き さ 45 て 47.5x 32.5 て 35 の 神経 幹太 び 円 形 で 直径 
6.3 の 排 溢 管 が 観察 され る . 

矢 状 切片 標本 で は 未完 成 な 陰茎 裏 及 び 貯 精 要 , 3~ 
5 旋 廻 する 子宮 が み ら れ る . 


第 3 例 


前 記 2 例 と 同様 得 ら れ た 虫 体 は 頭 節 及び BAe KR 
<$. その 長 さ は 135.2w, 最大 店 10.0 多 で 3 例 の な か 
で は 最も 大 きい . 体 節 の 側 緑 は 氏 歯 状 で 分 節 化 が み ら 
れる . 片 節 の 大 き さ は 未 端 部 の も の で 9.5 ン 10.0x0.4 
~), 5m の 横 に 長い 長方形 で ある . 生殖 器 は 肉眼 で は 
確認 出来 な い が , 2 本 の 主 溝 が 観察 され た . 染色 し た 
全体 標本 で は 明か に 2 組 の 生殖 器 が 確認 され た . 両生 
殖 器 の 間隔 は 体 巾 の 約 % ン 引 で ある . 又 切 片 標本 で の 
片 節 の 厚 さ は 0.81 て 0. 92mm CHB, 

横 斬 切片 標本 に よる 観察 で は 角 皮 上 剛 は 2 . 5 て 5. 0 の 
厚 さ で その 内 側 に 細長 い 形 の 角 友 下 細 胞 層 が あり さら 
(に その 内 部 に 厚 さ 77.5<C100g の 縦走 筋 層 及び 45~75k 
の 横 走 筋 層 が み ら れ る . 皮質 層 の 厚 さ は 273~332& で 
その な か に 卵黄 腺 細胞 は 認め られ な い . MEADES 
は 75 て 145z で 数 個 の 軸 丸 原 基 細 胞 , 大 き さ が 80 て 100w 
OPP RO 排 洪 管 が 観察 され る . その 他 陰 茎 寺 及び 
貯 精 宴 は 充分 完成 され て お ら ず その 形 , 大 き さ な ど 確 
認 出 来 な か っ た . 
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今回 著者 ら が 得 た 条 虫 の 3 個体 は 長崎 県 在住 の 患者 
か ら 有 自然 排出 され た も の で いづ れ も る 頭 節 及び 頸 部 を 欠 
き , 夫々 全長 が 156.5 み w, 110, 9 及び 135. 2 み の 体 節 
の み の 標 本 で ある . その 標本 を みる と 肉眼 で は 殆 ん ど 
生殖 器 を 確認 する と と が で き な い 未熟 節 で ある . 染色 
標本 及び 各種 の 連続 切 庁 標本 に よる 精査 で ようやく 
D. grandis と 同定 され だ. RMR SEY MAY 
長方形 で 最大 市 は それ ぞ れ 6. 8mm, 8.7mm 及 び 10.0m で 
その 側 縁 は 分 節 化 が み ら れ た . さら に 内 部 構造 の 所 見 
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と し て 3 へ 5 旋回 する 2 Mor l AAEL 
基 細 胞 , 神経 敵 及び 排 江 管 等 が み ら れ る が , 全体 的 に 
生 婚 系 の 発育 が すこ と ぶる 未熟 で ある 点 が 特徴 で あろ う ・ 

同じ よう な 下 体 の 報告 は に これ まで 約 10 例 ほど ある が , 
I Cae 
MOonBOReW LTS, 森下 (1953) ARRE 
IE 
り 広 節 多 頭 条 貝 と 誤 朗 され る も の が ある と 推定 し て い 
る . し か し な が ら 本 条 上 虫 が 人 体内 に お ける 態度 , 即ち 


摘 


長崎 県 在住 の 3 人 の 成人 男子 か ら 日 然 排出 され た 
節 を 欠く 条 虫 $ 個 体 を 得 , その 形態 を 観察 し た . 

上 遇 信 々 節 に つい て その 特徴 を みる と , 片 節 は 長 さ よ 
0 RAA <, 最大 中 は いづ れ も 10 弧 以内 で その 側 縁 は 
分 節 化 が 認め られ る . 又 内 部 構造 の 所 見 と し て は 一 庁 
節 に 2 RAIS SHIDO RAAT EL SHAN ZS 
えて いる . UEO D SKE SICK REFA 
RERE sn. CHIRIMRICBI SBI, AOL 
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きわ め て 日 然 排出 し や すい 事実 は 本 虫 の 人 体 べ の 適応 
性 が 分 高い も の で は な いこ と こと を 物語 っ て いる と 述べ 
て いる . 今度 我々 が 経験 し た 3 例 も 末 就 な 体 節 が 下痢 
便 と と も に 日 然 に 排出 され た も の で 成 惑 体 侵 を 得 て い 
な いい 
癌 感染 源 に つい て は 従来 の 報告 と 同様 明らか で な い 


DS, いづ れ も を 海産 負 の 刺 映 を 特に 好 ん で 食し て いる と 
と が 注目 され る . 
ca 

例 で , 日 本 に お ける 第 53, 54 及 び 55 番 目 の 延 例 に あ た 
る . 

橋 を 終る と 当り ど と 指導 , CoE [HY Ze es E 
ON 文 貝 体 の 観察 に 際 
雪が ボ い た だ いた 己 取 大 学 医 学部 加茂 市 教授 に 謝意 He 
ます 


不 論 誠 の 大 略 は 第 23 回 日 本 寄生 虫 学会 南 日 本 支部 大 
会 に お いて 発表 し た . 
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KATIA RAED 3 例 


Whole shape 

Progllottids from the posterior part of Strobila (Scale= 3mm) 

Horizontal section from the posterior part of segment (Scale= 1mm) 

Transverse section from the posterior part of segment (Scale=1mm) 

Portion of a transverse section to show details of the lateral field (Scale=0. 1mm) 


Sagital section passing through the genital area (Scale=0. 1mm) 
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Sagital section passing through the genital area 
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13) Whole shape 


14) Proglottids from the posterior part of strobila (Scale=3mm) 

15) Horizontal section from the Posterior part of segment (Scale= 1mm) 

16) Transverse section from the posterior part of segment (Scale= 1mm) | 

17) Portion of a transverse section to show details of the lateral field (Scale=0. 1mm) 


18) Sagital section passing through the genital area (Scale=0. 1mm) 


